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運送業の労災、とにかく多い、「転落・挟まれ」

運転手 積み降し作業時、荷台から転落事故多発

◇見直そう 「慣れ」の作業◇

◇交差点 右左折時の事故防止◇

『まさかより もしもの気持ちで 事故はゼロ』
『大丈夫だろう』ではなく、『危ないかもしれない』で、事故防止

夕暮れの時間帯は要注意
※※ 危険予測で事故防止 ※※

午後４時～午後６時が最も多く、次いで午後６時～午後８時が多い
○ 道路を渡る歩行者がいるかも！ 交差点やその付近では、必ず、安全を確認して通行！

○ 信号を守らない歩行者がいるかも！ 押しボタンを押さず、赤信号で渡る歩行者にも要注意！

◇構内事故の根絶◇
○ 慣れ、油断からの、「不確認」をなくす！
○ ミラーだけでなく、「自分の目」で確認！
○ 出構時は、歩道手前で「一時停止」、安全確認！

※ 「バック確認OK 」

※ 「交差点確認OK 」

※ 「積み降ろし確認OK 」

横断歩道のない国道 横断中
軽乗用車にはねられ、80代女性死亡

◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の車の存在 事故防止◇
◇わき見運転 ながら(スマホ）運転、重大事故◇

２０２１／３／１６（火） １２：４５
１５日午前１１時ごろ、佐賀県の国道で近くに住む女性（８９）が、女性（７３）が運転する軽乗用車にはねられ出血

性ショックにより死亡しました。女性は道路を横断していましたが、はねられた場所に横断歩道はありませんで
した。現場は見通しのいい直線道路。

夜10時 国道を横断中
軽乗用車にはねられ、83歳女性が死亡

◇夜間 人が歩いているかもしれない？ 「かもしれない」運転で、事故防止◇
◇夜間走行時は、ハイビーム使用が基本 早目に危険発見を◇

２０２１／３／１６（火） １２：２０
１５日午後１０時半頃、宮崎県の国道で近くに住む女性（８３）が、国道を横断していたところ、軽乗用車にはねら

れ、頭などを強く打って死亡しました。事故の原因などについて警察が調べています。

「持病の薬飲まず」運転の男性を書類送検
タクシー5台巻き込み、4人に重軽傷を負わせる

男性は、「自分の病気は治ったと思っていた」と、話している
２０２１／３／１６（火） １２：５０

去年１０月、駅前でタクシー５台を巻き込む事故を起こし、４人に重軽傷を負わせたとして、乗用車を運転して
いた４０代の男性が書類送検されました。警察は、男性が持病の薬を飲んでいなかったと判断しました。警察によ
りますと男性は統合失調症を患っていましたが、約４年前から通院せず、薬も飲んでいなかったということです
。警察は、統合失調症の影響で正常な運転ができない状態だったとみて、危険運転傷害の疑いで書類送検しまし
た。警察の調べに対し男性は「自分の病気は治ったと思っていた」と話しているということです。

雪の山を崩す作業中に、崩れた雪の下敷き？
雪に埋まった状態で発見 男性死亡

２０２１／３／１６（火） １３：１１
１５日午後６時過ぎ、秋田県で捜していた家族に自宅近くで雪に埋もれた状態で発見されたもので、その場で死

亡が確認されました。現場は雪捨て場となっていて、雪は２メートル以上の高さに積み上げられていました。男
性はここ数日、積み上がった雪の山を崩す作業をしていたということで、近くからはスコップが見つかっていま
す。発見時は６０センチほどの雪にに埋まった状態で、作業中に崩れた雪の下敷きになったとみて調べています。


